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明治大学刑事博物館（日録20世紀）
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艇
硬骨と大胆と持続力
入権をテーマ1［　S－一一Uッハ拷閣展を欄催
lI
1
　明治大学刑事博物館は東京・駿河台の大
逓りに晦した大学会館の3、4階にある。
1997年4鍔から半年問の予簸でヂヨーロッ
パ拷問腿がこの刑事博物館でひらかれたu
　ヨ～ロッパでは中世後鋒から透縫にかけ
ての・時期、示教的異端に対’して麺端に不
　　　　　　　　　　の寛容で、身体内部に棲みついたギ悪魔1を
追い掛すためには拷聞が必要だと説かれて
いた。展示された拷問具はイタリア・フd
レン九鰯サンジミニ煙ノi：あるi察1ﾄ犯翼博物館のコレクシsuンで、1983年から
カトリック暮閣を巡囲していた。
　ことにメキシコシティでは異常な入気で、
100万入を集めt：　，，そのとき強い印象を受け
た在留邦入が、母国でも展示を行ないたい
と発想してi体の博物館・美衛館100か所ほ
どに打診した，しかし、内容が内容だけに
どこも二の足を踏んだ。なにしろギロチン
　　　　　　　　　　　　　　ゆミ　こ　　　　　　f・L・はむろん、「鉄の処女拝ユダの揺籠罫頭蓋
．t ﾂあ　，　t’t’き
骨斑砕器」など、私称からして恐ろしげなも
のばかりである、1人権について考えるまと
いうのが拷問展の趣旨だが、結栂日本での
開催は6〈n∫能だとあきらめかけたとき、「権
利と自由は建学の精神とおなじだ｝と犠の
i’］をあげたのが明治大学珊事博物館だったり
　たしかに観客の観覧動機は1こわいもの
見たさ1が艦だっただろうt／しかし一入聞
の賠部を認識したiといった内容のアンケ
ートには見学後の観客の襯然たる空気もつ
たわってくる。
　これら小教的拷問具は、ヨーロッパの町な
らたいてい少しずつ持ってお紘市博物館や
1市参箏会堂などで展示されているStそして、
規地で児ればさしたる違秘感がないのは、街
並みそのものを含めキリスト教文化が麗囲
に濃摩であるせいだ；tしかし、日本入が疑本
で見て強い衝撃をうけるのは、そこにあまリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドゆつになまなましい権力の姿を感じとって戦標
＝ZtJL　L：：
博物饒の展示室は、大挙翻立100
周年を記念して建設された大学会
鯛の3階（4階は収蔵駒にある。
罎遇設1ま1929（紹和4＞蘇三で、　学生
の舅物教餐を羅的に、捕舞・拷疑
驚異などの糞料収隻が中心たった
　　　　　　　　　　　／tが、1950無代から江戸聴代の地
ぢに
方文書や中世以降の法繭史料の堰
集｛こ乃針を変更した繕累、資料総
数約2G万窟の大半を近世又繋が
占めるtt
蒋B・1企画展「ヨーロッパ拷問展一メ、嬢の嬉恥諺日費考
える一は、199ア葎4月びら12月《会鑓を2ノ漕延輝蒙．
鰐諺穴れ、5万入を超霊る入概毒を集ダ・た。窓翼石ま、
1専物影薩貨当祈の鱈租湧解こ後売懲寒作、＿狙た熱野！器轟
中世t’イツで唖いられたニーコ　・ン践ルクの…鉄の鑓女
とフランス蕪△期け考案さプ瑳ギ＿チンtwattx
＿＿xx
大学博物館探訪17　明治大学刑事博物館（関川夏央）
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3，教育・普及事業
（1）公開講座
①博物館入門講座
　この講座は、博物館事務室が主催し、学芸員が各講座を主宰して好評のうちに終了し
た。ちなみに、わたしが担当した第15回博物館入門講座「博物館資料を読みとく一モ
ノで知る法・習俗・社会一」の延べ受講者は、253名にのぼった。
　講座の主旨は、次のとおりである（総合レジュメ「開講にあたり」より）。
　　　この秋、明治大学の3博物館が開催する入門講座「博物館資料を読みとく」には、
　　皆様の絶大なご支援を賜り厚く御礼を申し上げます。
　　　21世紀の到来を目前にして、いま私たちの社会は、環境の危機、経済の危機、哲学
　　の危機などさまざまな曲がり角に直面しています。たとえば、地球環境の保全と豊か
　　さの享受、社会的向上と個人の幸福の追求をどのように調和させて行けばよいのでし
　　ょうか。
　　　このような外と内、社会と人間との危機的状況にあたり、日頃いかにモノを見、考
　　え、行動するか、個人の生き方が模索されようとしています。
　　　明治大学は、地域社会と大学が密着した新しい生涯教育のあり方を求めてさまざま
　　な試みをおこなっています。全国のおよそ1200校の高等教育機関の中から、本学の講
　　座を受講して頂きまして光栄に存じます。
　　　明治大学の3博物館には、さまざまな資料が収集保存されていますが、これらはす
　　べて人間の生存の証明でもあります。
　　　博物館では、平素から貴重な資料を永久保存しつつ、価値を発見し活用する試みが
　　継続されています。
　　　本講座では、先人の文化遺産もしくは教訓というべき博物館資料の数々に光りをあ
　　て、それらを題材として講義を進めます。学芸員とともにじかにモノに触れて、見て、
　　感じていただき、いろいろな角度から楽しみつつ学んでいただければ幸いに存じます。
　　（「開講にあたり」より）
つぎに、最終講義における挨拶を引用する。
　　　本学の母体である明治法律学校は、1881（明治14）年1月「権利・自由」「独立・
　　自治」を旗印にかかげ創立されました。草創期の明治法律学校は、じつに多くの人々
　　によって支えられていました。しかし当時の本学は、それらの人々に対して無報酬で
　　した。財政の窮乏から、支払えなかった
　　のです。このような先学のひそみになら
　　い、われわれ専任学芸員は「同心協力」　　　　　　　　　　　　　　　　　　撒
　の志で無報酬で講義を担当しました。
　　受講希望者には、1万5000円という高
額の受講料を負担していただきました。
　これらは、すべて本学の教育・研究の向
　上に活用されています。受講者各位に厚
　くお礼を申し上げます。
なお下記のとおり付記しておく。本講座は、 博物館入門講座「博物館資料を読みとく」
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1999年4月から新設の公開大学「明治大学リバティ・アカデミー」の一講座として再演
することになった。それに伴い、受講の申し込みはリバティ・アカデミー事務局で受け
つけることになった。事務局が受講者を募集したところ、応募者はわずか4名だった。
そこで休講するかどうか博物館職員で協議した結果、応募者の学習意欲に応えるために
予定どおり5月11日から開講した。その間、講座の広報・受講者募集、受付の方法等に
種々支障が生じた。これらの問題点については、リバティ・アカデミーを主管する教育
振興部事業課と継続的に意見交換し調整してゆく予定である。
②大江戸刑事史跡散歩
　江戸の捕物、拷問、刑罰にかかわる史跡を訪ねて、先人の苦悩や人権の尊重について、
参加者とともに歩きながら考えることを主旨とした。コースは、神田明神～南千住～回
向院別院、延命寺～小伝馬町牢屋敷～品川鈴ケ森刑場跡（写真参照）である。
　（実施スケジュール）
集合　1998年11月26日（木）10時　明治大学・大学会館1階
ルー一・一ト　明治大学（旗本中坊氏　上屋敷跡）
駿河台（太田蜀山人終焉の地、淡路坂）
聖橋　湯島聖堂【T；トイレ】?
（a）神田明神【T】　　「銭形平次の碑」
　　　　旧中仙道（国鰍昌獅世橋　　　↓
＜ト南千住駅（160円）【T】←日比谷線　秋葉原駅【T】＜トー一一一一一一一一一一?
（b）南千住　延命寺、回向院別院（小塚原刑場跡）一一一〉
〈←小伝馬町駅（160円）【T】←日比谷線　南千住駅【T】＜←一一一一一一一一一一一?
（c）中央区日本橋特別出張所【T】、十思公園【T】一一一一一一一一一一一一一一一一→〉
　　　　石町時の鐘、吉田松陰終焉の地、小伝馬町牢屋敷跡
　　　　大安楽寺　死罪場、御様場跡（おためしばあと）
←e人形町駅【T】←日比谷線　小伝馬町駅【T】＜トー一一一一一一一一一一一一一」
←
・φO都営浅草線　泉岳寺駅（280円）⇒京浜急行線　大森海岸駅（150円）【T】－rレ?
←
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（d）品川区　大経寺（鈴ケ森刑場跡）一一一一一一1レ旧東海道一一一一一一一一一一→レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓←
→レ京浜急行線 立会川駅【T】　解散（お疲れさまでした。）
③資料を後世に伝える会
　1999年1月に発会した。例会は、毎月第2
月曜日の午後2時から。江戸時代の法制文献
『官中秘策』の解読と筆写に取り組み、全文
を4～5年かけて読了したのち、その成果の
出版を計画している。毎回35～40名の会員が、
古文書の世界に親しんでいる。担当は、わた
しと外山徹・商品陳列館学芸員である。 大江戸刑事史跡散歩
「資料を後世に伝える会」案内（1998年12月8日付）
このことについて、下記のとおり参加者を募ります。ご参加いただければ幸いです。
記
1，名称「資料を後世に伝える会」
　　　　　刑事博物館所蔵資料の解読および筆写をめざす人々の集まりです。
2，主　旨　学問は、研究者や研究室の独占物ではなく万人のものであります。このよう
　　　　　　な認識に基づいて、市民の皆様の参加を得て、資料の解読・筆写と保存・普
　　　　　　及を促進します。
3，資　料　刑事博物館資料　長大なテキストを選定し、数年計画で読了します。
　　　　　　成果は、『明治大学刑事博物館資料』として刊行します。
4，要　領　必要に応じて、参加者による合同研究会を開催します。
　　　　　　会場は、明治大学博物館教室。
5，費　用　資料代程度。
6，運　営　参加者の皆様、学芸員の総意による楽しい会合にしてゆきましょう。
7，問合せ　明治大学博物館学芸員　伊能秀明　外山　徹
　　　　　　　TEL　O3－3296－4431　FAX　O3－3296－4365
第1回　1999年1月19日　「資料を後世に伝える会」発会式
　　　　（1）開　会　伊能秀明（学芸員）
　　　　（2）ご挨拶　熊野正也（博物館事務長）
　　　　（3）説　明　「本会の主旨・解読資料について」（伊能）
　　　　（4）お　話　外山　徹（学芸員）「古文書との出会い」
　　　　（5）閉　会
第2回　1999年2月8日　伊能　秀明「『官中秘策』について」
第3回　1999年3月8日　外山　徹「『官中秘策』筆写要綱」
（2）出版
①資料図録『古地図　　さまざまな意匠　　』（B5判、85ページ、1998年5月）
②『陸奥国磐城平藩・日向国延岡藩内藤家文書増補・追加目録』7内藤家文書江
戸幕府日記目録（B5判、36ページ、1998年10月）
　編集後記
　「白雲なびく駿河台」と謳われる明治大学は、明治14年（1881）1月「権利自由、独
立自治」を旗印に明治法律学校として誕生し、本年で117年目を迎えました。
　明治大学刑事博物館は、昭和4年（1929）4月、学生の実物教育を目的として設置され
た大学博物館です。創設以来、今日まで70年の星霜を閲する問、刑事関係資料、歴史関
係資料およびそれらに関連する資料の収集保存、調査研究、教育普及を行う歴史博物館
として活動しています。本館は、昭和30年（1955）博物館法に基づいて文部大臣が指定
した博物館相当施設です。本学の校規では研究機関と規定されています。そして我が国
で唯一の「刑事博物館」です。
　1998年4月現在、資料数は20万3543点を数え、その内容も「ギロチン」「ニュルンベル
クの鉄の処女」などの刑事参考資料、江戸時代の古文書、明治期記録、器物・絵画・写
真、古典籍、錦絵、高札、鑑札など多種多様な構成となっています。古文書のコレクシ
ョンでは、東北地方から九州地方にわたる全国津々浦々の地方文書、譜代大名で陸奥国
磐城平藩・日向国延岡藩7万石の「内藤家文書」が知られています。また図書数は5万
冊以上を数え、多種多様な地方史雑誌や展覧会図録を収蔵しひろく一般の利用に供され
ています。
　例年260日以上開館し、生涯学習・教育のための機関として一般に公開されています。
展示室の見学や資料の閲覧を希望される方は、どなたでも利用することができます。近
年は全国各地から修学旅行生や各種団体が多数訪れています。
　さて全国有数の藩政文書である「内藤家文書」については、その全容を明らかにし活
用の便を図るためすでに『明治大学所蔵　内藤家文書目録』（明治大学図書館発行、1965
年、660ページ、非売品）が刊行されています。『内藤家文書　増補・追加目録』は、上
の大目録を補完するために随時発行されてきました。本号には、江戸幕府の正式な記録
「江戸幕府日記」の細目録を載録しました。この目録によって本館所蔵の「内藤家文書」
が、より早く、よりひろく、より簡単に活用していただけることを願ってやみません。
目録の制作過程で、博物館実習生で明治大学文学部の佐々木圭介君、創価大学の河村俊
介君、野上紀夫君に手を煩わせ、原稿の点検整理に協力していただきました。こうして
本館独自の調査研究用ッールが、また一つ誕生したことに深い喜びを禁じ得ません。ど
うか本館の微意をご賢察頂き、博雅の各位から温かいご批正ご鞭捷を賜れば幸いに存じ
ます。
　ちなみに既刊の『内藤家文書　増補・追加目録』の目次一覧を掲載しました。これら
の出版物は販売していますので、詳細については明治大学博物館事務室（電話03－3296－
4431）までお問い合わせ下さい。
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③「明治大学刑事博物館目録』第60号二次資料（フィルム・紙焼等）目録1999年版
（A5判、76ページ、1999年1月）
　編集後記
　「白雲なびく駿河台」と校歌に謳われる明治大学は、明治14年（1881）1月「権利自
由、独立自治」を建学の理想に掲げて誕生し、本年で117年目を迎えております。
　明治大学刑事博物館は、昭和4年（1929）4月学生の実物教育を目的として設置された
大学博物館です。今日まで70年の星霜を閲する問、刑事関係資料、歴史関係資料および
それらに関連する資料の収集保存、調査研究、教育普及を行う歴史博物館として活動し
てまいりました。昭和30年（1955）2月博物館法に基づいて文部大臣から博物館相当施
設に指定されました（文部省告示第5号、第108号）。本館は、現在我が国で唯一の「刑
事博物館」であり、本学の校規では研究機関と規定されています。昭和60年（1985）7
月本学創立百周年記念事業の一環として明治大学創立百周年記念大学会館が竣工した際、
博物館施設は大学会館3・4階に移転し、11月13日に新規開館して現在に至っています。
平成9年（1997）、外務省認可の公益法人である社団法人フロンティア協会ならびにイタ
リアの中世犯罪博物館との共同主催により、アジアでは初の特別展覧会「ヨーロッパ拷
問展一一人類の権利・自由を考える　　」を開催しました。この展覧会では、中世から
近世にかけてヨーロッパ各地で実際に使用した拷問・処刑器具約100点（複製、補修品を
含む）および拷問や処刑のようすを描いた図版約60点を公開しました。残虐な拷問や処
刑の「生き証人」ともいえる実物器具の数々は、人権尊重の重要性を人々に問いかけま
した。センセーショナルな展示内容は、マスコミでも繰り返し報道されて大きな反響を
呼び、4月から12月まで8か月間の会期中の入館者は約5万4000名を記録しました。
　平成10年（1998）3月、財団法人大学基準協会の鳥居泰彦会長から本学の戸沢充則学
長あてに「貴大学の相互評価の認定に関する件について」の通知がありました。この通
知には、「明治大学に対する助言・勧告」が添付されており、そこでは本館について以下
のような記述が含まれています。すなわち「H大学に対する提言」の「1，助言　①長
所の指摘に関わるもの」において、
　　6　刑事博物館、考古学博物館、商品陳列館の三つの博物館が大学の教育研究の活性
　　　化にとって重要な役割をはたしている点は評価できる。
とあり、引用した「①長所の指摘に関わるもの」の7項目のうち、6つめの項目で本館
をはじめ3博物館の役割が高く評価されました。
　1998年4月現在、資料数は20万3543点を数え、その内容も「ギロチン」「ニュルンベル
クの鉄の処女」などの刑事参考資料、江戸時代の古文書、明治期記録、器物・絵画・写
真、古典籍、錦絵、高札、鑑札など多種多様な構成となっています。古文書のコレクシ
ョンでは、東北地方から九州地方にわたる全国津々浦々の地方文書、譜代大名で陸奥国
磐城平藩・日向国延岡藩7万石の「内藤家文書」が知られています。所蔵図書数は5万
冊以上を数え、多種多様な地方史雑誌や展覧会図録があり、ひろく利用に供されていま
す。
　本館は年間260日以上開館し、生涯学習・教育のための機関として一般公開されていま
す。展示室の見学や資料の閲覧を希望される方は、どなたでも利用できます（ただし古
文書の閲覧は事前に連絡をお願いいたします）。近年は、全国各地から修学旅行生や各種
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の団体が多数来館されています。
　本館の活動状況については、最近のマスコミ誌上で下記のとおり紹介されています。
ご高覧たまわれば幸いに存じます。
　　「東京新聞」1998年4月16日「スポット探訪」
　　「自由新報」5月5日「Liberal　Eyes」
　　『週刊女性』6月2日号「ニュース・クッキング」（主婦と生活社）
　　『日録20世紀』第81号「20世紀博物館　明治大学刑事博物館」（講談社）
　　『日立』1998年第7号「大学博物館探訪　明治大学刑事博物館」
　本号には、本館が管理するフィルム、写真、ビデオなどの二次資料約730タイトルを載
録しました。この目録によって二次資料等が、より早く、よりひろく、より簡単に活用
されることを願ってやみません。とくに出版・報道関係にとって利用価値の高い目録と
なることを期待しています。本館の微意をご賢察いただき、各位からご批正ご鞭捷を賜
れば幸いに存じます。
　目録の制作は、嘱託学芸員の唱桂子君が整理・登録、原稿作成・校正の万端を担当し
ました。その準備過程で、かつて本館に在職された芦野さおり氏に多大のご尽力をいた
だきました。目録の発行にあたり、あらためて心からお礼を申し上げます。こうして本
館独自の調査研究用ッールが、また一つ増加したことに深い喜びを禁じ得ません。
　おわりに本館では、希望者に出版物を販売しております。購入方法等の詳細につきま
しては、下記までお問い合わせください。
　　　　　　　　〒101－8301　千代田区神田駿河台1・1　大学会館3階
　　　　　　　　　　　　明治大学刑事博物館（出版物担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　03－3296－4431FAX　O3－3296－4365
④資料図録『ヨーロッパ拷問展　　人類の権利・自由を考える　　』（A4判、370ページ、
　1999年3月）
　はじめに
　本書は、1997年4月12日から12月14日までの232日間、「白雲なびく駿河台」の明治大
学刑事博物館で開催された「ヨーロッパ拷問展　　人類の権利・自由を考える一」に
関する資料、マス・メディアが行った報道の記録および観覧者による感想文を収録した
ものです。
　本展覧会を紹介して下さいましたマス・メディアの各位ならびに来館してくださいま
した皆様に、こころより厚くお礼を申し上げます。
　おわりに
　掲載した記事からも明らかなとおり、不当な抑圧からの解放、人権の尊重は私たち人
類の永遠のテーマであります。
　本書を残虐な拷問や処刑の犠牲となりましたすべての人々の魂に捧げます。
　編集後記
　本書の編集は、明治大学刑事博物館の伊能秀明、唱桂子、福田香織が担当しました。
原稿をまとめるにあたり、下記の皆様から多大のご協力をいただきました。
　刊行にあたり、あらためて厚くお礼を申し上げます。
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イタリア中世犯罪博物館
社団法人フロンティア協会
博物館実習生
館長アルドミッリオリー二氏
理事長　渡部高揚氏／常務理事　太田利彦氏
キューレター　林容子氏／佐久間珠理氏
大妻女子大学　荒居晴美君　桑原順子君
明治大学　市川裕司君
⑤リーフレット「明治大学刑事博物館」（B4判三つ折、6ページ、カラー、和英文）
⑥リーフレット「明治大学刑事博物館の概要」（A4判、4ページ）
⑦『博物館実習のしおり』（B5判、26ページ）
⑧広報紙『みゅうじあむ　あいず』第13・14・15・16号（各8ページ、2色刷、季刊）
⑨『明治大学博物館年報』1997年度（B5判、124ページ、1998年10月）
⑩『明治大学博物館デジタルコンテンッ』（デジタル・ミュージアム）CD－ROM版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年1月）
⑪『明治大学博物館研究報告』第4号（B5判、232ページ、1999年3月）
⑫『明治大学博物館図書目録』第1号1997年度版（A4判、140ページ、1999年3月）
⑬書評・熊野正也他…著『考古学を知る事典』（四六判、392ページ、東京堂出版、1998年9月）
　弥生時代の大規模な環濠集落「吉野ケ里遺跡」（佐賀県）や縄文時代の超大型の集落遺
跡「三内丸山遺跡」（青森市）の発見が、トップニュースになったくらい考古学への関心
は高い。本書はそうした発見の意義や背景とともに、考古学の基礎的な知識を解説した、
初めてのやさしい考古学入門といえる。
　執筆は、先土器、縄文時代を市立市川考古博物館長の堀越正行氏、弥生時代を熊野氏、
古墳時代はおもに東京都北区飛鳥山博物館学芸員の鈴木直人氏が担当し一部を熊野氏が
分担した。三氏ともそれぞれ市民の生涯学習を推進する博物館の第一線で、つねに市民
と交流しつつ「市民の考古学」「やさしい考古学」を実践している本学OBである。多忙の中
での出版は、明治法律学校設立趣旨にある「同心協力」による快挙として慶賀したい。
　本書は最新の発掘資料や研究成果にもとづき、豊富な図版でビジュアルに構成され、
巻頭に細目次、巻末に索引を備えている。たとえば社会人の方が、一日の仕事を終えあ
るいは帰宅後に、無限に広がる考古学の世界に遊ぶ「職後の考古学」にも、心強い案内
書の誕生である。歴史ファンはもちろん学校や公共図書館、博物館にも備えたい一冊で
ある。（評者　伊能秀明・刑事博物館学芸員。明治大学広報第445号より）
⑭伊能秀明他著『ワールド・ミステリー・ッアー13』東京篇（A5判、222ページ、角川
　書店、1998年11月）
　怪奇言寧・恐怖謳やそれにまつわる故地・史跡・施設等の探訪記をオムニバス形式に13
話収録しており、他にロンドン篇やパリ篇がある。東京篇では、四谷怪談、哲学堂公園、
神田古書店街、幽霊画、岡本綺堂の怪談、平将門の首塚、建築家伊東忠太による建築物、
その他の怪奇潭にまつわる場所等が紹介されているが、第12話で江戸時代の捕物・拷問
の世界を知る場所として本学の刑事博物館が取り上げられ、伊能秀明学芸員による解説
がなされている。
　怪談・奇談は、様々な社会矛盾を背景とする、弱者排斥の歴史をモチーフとした物語
であり、権力によって隠蔽・封印された歴史の暗部を解明する糸口であるとも言えよう。
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近年では、伝承資料として都市民俗学の立場からも注目されている。
　東京の原風景は、近代以降、関東大震災、空襲、東京オリンピックとバブル経済によ
る乱開発、という四度にわたる変化の荒波によって破壊されてきたと言われている。伝
承それ自体の記録はともかくとして、それにまつわる故地を訪ねるという試みからは、
歴史の闇に通じる場所は加速度的に消滅し、恨みを呑んで死んで行った人々の怨念の気
配を汲む空間も残り少なくなったことを実感する。（評者　外山徹・商品陳列館学芸員。
明治大学広報第448号より）
（3）博物館実習
　資格取得を希望する学生を受託指導して、学芸員養成に資した。博物館は、現在から
将来にわたって人類と社会に奉仕する教育・研究の機関である。博物館で資料の収集・
保存、調査・研究、展示・教育をおこなう専門職員が学芸員である。
　学芸員は、国家資格であり、国による資格試験もしくは大学で必要な単位を修得する
ことなどによって、資格認定を受けることができる。
　本館では、文化と情報の担い手としての学芸員を養成するため、本学・創価大学・大
妻女子大学から10名の実務実習生、関西大学・創価大学・京都女子大学などから多数の
見学実習生を受託指導した。
刑事博物館の実習生
「　実　習　期　間 大　学　名 氏　　名（敬称略）
6月22日～6月25日明治大学 中島良祐
6月29日～7月2日 明治大学 佐々木圭介
7月13日～7月16日明治大学 小山貴子
8月21日～8月31日創価大学 野上紀夫　河村俊介
9月7日～9月10日 明治大学 長谷川豊
9月24日～10月2日大妻女子大学 福田郁子　石澤実樹
10月19日～10月22日明治大学 富田幸子
11月9日～11月12日明治大学 菊地伸宏（合計10名）
（4）展示「道具で知る江戸の捕物・拷問・刑罰の世界」新装オープン
　刑事関係資料をビジュアルに展示して一般公開し、人権の尊重に資した。展示室入口
にノートを置いて、来館者の意見・感想を自由に記入していただいたところ、おおむね
好評が得られた。（詳しくは、76ページ以下を参照）。
4，生涯学習への開放
（1）閲覧室の開放
　閲覧室の利用を促進するために、後掲のような「利用案内」1、2を作成して、掲
示・配布し、施設開放を周知した。
（2）博物館教室の開放
　商品陳列館の展示室の一部を、同館の深い理解を得て博物館教室に改装し、入門講座
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や見学団体に博物館の概要を説明する会場として活用をはかり、施設の開放に資した。
5，施設・資源等の充実
（1）学芸員の委嘱
　まず社会教育法の精神に則り博物館の設置、運営について必要な事項を定めた博物館
法は、下記のとおり定めている。
　　第4条　博物館に、館長を置く。
　　　2　　館長は、館務を掌理し、所属職員を監督して、博物館の任務の達成に努める。
　　　3　　博物館に専門的職員として学芸員を置く。
　　4　　学芸員は、博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連す
　　　　　る事業についての専門的事項をつかさどる。
次に明治大学学則は、下記のとおり定めている。
　第64条　本大学に次の附属研究機関及び附属施設を置く。
　　1　研究所
　　　　　社会科学研究所
　　　　　人文科学研究所
　　　　　科学技術研究所
　　2　図書館
　　3　博物館
54
　　　　　　刑事博物館
　　　　　　考古学博物館
　　　　　　商品陳列館
　それから明治大学博物館規程は、下記のとおり定めている。
　　第9条　博物館に関する事務は、博物館事務室で行う。
　　　2　博物館事務室に、事務長1名並びに学芸員及び職員若干名を置く。
　ゆえに博物館法、明治大学学則、博物館規程にもとついて、1998年11月1日付けで学
長から熊野正也博物館事務長、黒沢浩、外山徹、島田和高、わたしの5名にあらたに学
芸員としての委嘱状が交付された。
　じつは本学では、博物館で学芸業務を行う職員を「学芸員」に任ずる正式な措置が行
われたことはなかった。博物館の専門的職員を「学芸員」として認知してほしいという
要求は、戦中・戦後の休館を経て昭和27年4月に本館が再興されて以来、茎田佳寿子氏
（広島修道大学教授、法学博士）、神崎彰利氏（元・博物館事務長、相模原市立博物館長）、
佐藤邦憲氏（日本大学助教授）など歴代職員が受け継いできた悲願である。この間の経
過については、拙稿「試論『大学博物館』考一明治大学博物館に関する七章節一
（『明治大学博物館研究報告』第1号、1996）に詳しい。
　委嘱状の交付は、永年の要望を達成するための通過点として特筆すべきである。わた
しは、一枚の委嘱状の裏に込められた歳月の重さに感慨を深くした。
（2）捕物道具コレクションの収集
　1998年9月下旬のことである。博物館事務室で電
話のベルが鳴った。受話器を取ると、時代考証家と
して、あるいは捕物道具収集家として著名な名和弓
雄氏からだった。
　　「伊能さん、わたしも88歳になりました。そこ
　　で、折り入ってお願いしたいことがあります。
　　わたしが収集した捕物道具のいっさいを刑事博
　　物館に納めたいと思いますが、どうでしょうか。」
　　「本当ですか。ありがとうございます。さっそ
　　く上司に報告して、指示を仰ぎます。大変あり
　　がたいお話ですので、たしかに承りました。」
　その用件を熊野事務長に報告したところ、館長に
伝達するとともにできる限り早く名和先生宅を訪問
して、話を詰めるように指示を受けた。
　某月某日、事務長とともに名和氏宅を訪問し、江
戸時代の捕縛道具180点の一括譲渡の件について正式
臨｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学芸員の委嘱状
に話を伺った。そして館長に報告したのち、博物館協議会（館長の諮問機関）のもとに
設置された資料評価部会で審議され、購入すべしと結論が出た。
　以下は、1998年11月5日に開催された資料評価部会の資料である。
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（資料）「名和弓雄氏　捕縛道具コレクション」（仮称）について
（1）名和弓雄（なわ　ゆみお）氏の略歴
　明治45（1912）年生。88歳。岐阜県大垣　旧・戸田藩士族。
正木流鎖鎌万力鎖術、江戸町方十手術捕縄術宗家。日本甲冑武具研究保存会参与・審査
　員。日本作家クラブ名誉会員。時代考証家協会、日本文芸家協会所属。
　なお刑事博物館とは、創立期以来のかかわりを有している。
（2）おもな著書
　『拷問刑罰史』（雄山閣）　　　　　　『十手捕縄の研究』（雄山閣）
　『忍術の研究』　　　　　　　　　　　『図解・隠し武器百科』
　『間違いだらけの時代考証』　　　　　『地獄草紙』
　『土と炎と城』
　『絵でみる時代考証百科一日本刀・火縄銃・忍び道具編一』（新人物往来社）
　『絵でみる時代考証百科一捕者道具編一』（新人物往来社）
　『日本の拷問と処刑史』（にちぶん文庫）『十手・捕縄事典』（雄山閣出版）
　このほか、復刻など多数。
（3）捕縛道具コレクション
（1）名和氏が、半世紀以上の歳月をかけて収集したものである。
（2）点数・種類が豊富であり、体系的に収集されたものである。
（3）捕縛道具のコレクションとして、我が国有数のものである。
　（4）リスト（引用省略）。
（4）購入について
　（1）刑事博物館の十手類は、点数・種類・体系性に乏しい。
（2購入によって、資料の充実、展示・活用が可能となる。
　（3）名和氏が、散逸の防止・永久保存のため、本館への譲渡を希望している。
　（4）近年、十手等の捕縛具は、収集家間で譲渡転売され価格が高騰している。しかし、名
　　和氏が提示した条件は、妥当と思われる。
〈参考〉刑事博物館の捕縛具と「名和弓雄コレクション」との比較
項　　目 刑事博物館所蔵品 「名和弓雄コレクション」
（1）種類
i2）数量
i3）来歴
i4）展示
変化に乏しい。
P品。
s詳。
D適品　少数。
形状が異なり、変化に富む。
P品・複数。相互比較が可能。
??ﾌ判明するものあり。
?p度　大。
つぎに、購入の承認を求めるために学長ならびに理事会に上程した資料を引用する。
1999年2月22日
学　長　殿
刑事博物館長
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「名和　捕物道具コレクション」の購入について（願い）
　本館は、1929年に創立され、大学博物館の中でもとりわけ歴史と伝統を持つ、我が国
唯一の刑事博物館であり、1955年に文部大臣により指定された博物館相当施設でありま
す。以来、博物館規程に基づき、刑事関係資料の収集、整理、保存および展示等につと
めてまいりました。
　また1998年3月17日、財団法人大学基準協会から本学に「相互評価の認定」について
通知がありました。この通知のうち、本学の長所とされる項目で、
　「博物館が大学の教育研究の活性化にとって重要な役割をはたしている点」が高く評
価されました。
　本館は、「権利・自由」の建学の精神のもと、刑事関係資料として江戸時代の捕物道具、
日本や欧州の拷問具・処刑具などの人権抑圧の歴史を示す実物資料を収集・展示するこ
とに全力を注いでいます。
　このたび幸いにも「名和　捕物道具コレクション」の購入について、直接本館に打診
がありましたが、当コレクションは我が国でも有数の刑事関係資料とされ、きわめて稀
少性が高く、本館の資料を充実させる上で不可欠の基本資料と考えられます。なお購入
の経費は、文部省および私立学校共済事業団の補助対象となり、その補助率はおよそ2
分の1程度であります。
　つきましては、その購入に格別のご高配をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年1月25日博物館事務室
（理事会資料）「名和弓雄　捕物道具コレクション」の購入について
1．購1入物件　捕物関係資料　54項目　計180点。（添付リスト省略）
2．購入先　名和弓雄（なわ　ゆみお／時代考証家協会会員）
3．購入計画（省略）
4．「名和弓雄　捕物道具コレクション」
　捕物道具は、中世から戦時および平時に使用され、歴史的にあるいは文化的に貴重な
遺物であります。
　本コレクションは、時代考証家として著名な名和弓雄氏が、およそ80年間の歳月をか
けて収集した、江戸時代の捕物関係資料であります。
　これらは、体系的に収集され、種類、点数が豊富かつ質的にも優良な、我が国有数の
捕物道具コレクションであります。
　本館では、十手等の捕物道具をはじめ、ユニークな展示が好評を博していますが、本
館の捕物道具については、種類、点数が乏しいのが実情であります。
　元来、十手等の捕物道具は、遺品が僅少で、収集家の間で譲渡・転売され稀少性が高
く、価格も高騰する傾向があります。
　したがって捕物道具の収集は困難であり、本館では10数年来、十手等を収集する機会
に恵まれませんでした。
　名和氏は、本館の創設期以来、長年のかかわりを持っており、コレクションの散逸防
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止・永久保存のため、とくに本館への一括譲渡を希望しています。
　この際、一括購入が実現すれば、本学は、他大学が追随できない、優れた捕物道具コ
レクションを永久保存し、活用する道が開かれることとなります。
　生涯学習社会が進展する今日、大学博物館は学生、教職員、校友だけでなく、すべて
の市民に開かれた生涯学習・教育の場であります。
　こうした大学博物館の充実策は、1192校を数える大学・短期大学の中で、本学の存在
をより一層個性化するとともに、大学開放を推進する一助となります。
　十手の実買価額は、1点あたり40万～70万円ともいわれます。したがって単純計算す
れば、本コレクションは、十手のみで800～1400万円の価値を有するといえます。
　同氏から提示された価額は、骨董品がきわめて高額で流通する諸般の情勢にかんがみ、
誠意のある額と思われますので、本コレクションの購入について、格別のご高配をお願
いします。
5．添付書類
　（1）「名和弓雄　捕物道具コレクション」リスト
　（2）博物館協議会　資料評価部会　資料
　（3）元・法制史学会代表理事　杉山晴康早稲田大学名誉教授の推薦状
　（4）中央学院大学法学部　重松一義教授による所見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　1999年3月1日に開催された理事会において、名和弓雄捕縛道具コレクションの購入
が承認された。同コレクションの詳細については、次号で報告する予定である。
6，刑事博物館の資料管理
（1）創設期の刑事関係資料の収集と管理
　資料の保管・管理については、歴代の職員が乏しい予算の中で創意工夫を加えながら、
幾多の紆余曲折を経て今日に至っている。現状では、資料群の管理についてさまざまな
検討課題を抱えている。
　ゆえにここでは、より良い資料の保存環境を整備するために、あらためて資料管理の
歩みについて自己点検・自己評価を行いたい。叙述は、従来不詳だった創設期の資料管
理に始まり、再興・発展期を経て、現状に至る。ありのままを叙述した文脈の中に微意
をおくみ取り頂き、ご指導ご鞭燵を賜れば幸いである。
①刑事関係資料の収集
　昭和4年（1929）1月、本館の設立にあたり、資料を寄贈してほしい旨の依頼文が
『明治大学学報』に掲載された。同年4月、記念館5階に博物館を開設し、参考品の収集
に着手した。創設の当初は、刑事参考資料としておもに捕物具、拷問具、刑罰具などを収
集した。しかしこうした器物の中には、使用後焼却されて伝存しない遺物も少なくない。
　そこで、江戸時代の刑罰史の基本史料『刑罪大秘録』などの記述に基づき、原寸大の
複製を制作した。6月、役員会で学校備品費による整理用戸棚の購入が可決された。
　昭和5年度（1930）、収蔵資料が180点に達した。
　昭和6年度（1931）、収蔵資料が400点に達した。
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　昭和7年（1932）4月、刑事博物館委員会が開催され、捕物具の整備、図書雑誌の収
集などが審議された。昭和7年度で、収蔵資料が580点に達した。
　昭和8年（1933）7月、収蔵資料が817点に達した。そこでこれらを整理して、9月に
『刑事博物図録』上巻（B5判、767頁、写真276枚掲載、以下『図録』という。）を刊行
した。目次によると、整理された資料は下記のような11項目に配列・掲載されている。
（1）捕具
（2）刑具
（3）天刑（注、天罰の刑）
（4）護送
（5）牢獄
（6）拷問
（7）制札
（8）刑罰
（9）切支丹禁宗、処刑
（10）ぢ訣門
（11）刑場
②刑事関係資料の管理
　当時の資料管理の実態は、もはや不詳である。わずかに大谷美隆「刑事博物館とその
資料」（『博物館研究』7－3、1934年3月）所載の写真「明治大学刑事博物館の一部」
によってその片りんを推測するほかない。おそらく記念館5階の一室を利用し、資料を
むき出し状態で陳列した収蔵展示方式だったと思われる。この管理方式が、のちの戦中
戦後の混乱期に本館の資料収蔵体系に不幸な事態を招く禍根となった。
　すなわち第2次世界大戦中もしくは戦後の社会的混乱の中で、本館は収蔵品の一部を
失い、あるいは残存資料すら塵埃の中に顧みられない状態となった。ゆえに、『図録』に
掲載されたにもかかわらず、杳として所在不
明の資料も多い。たとえば、『図録』12頁の
凡例によると、
　　「一　写真・図録は、刑事博物館蒐集の
　　　　　蔵品を主とした。
　　　一・模造は、江戸時代拷具・死刑具と
　　　　　ギロチン・鉄娘等である。
　　　一　二三参考とて他の資料を加へたる
　　　　　ものは、その個所に於て、その出
　　　　　所を明かに示してある。」
明治大学刑事博物館の一部
?、
と注記されている。ちなみに、昭和8年当時の収蔵資料数は前述のとおり817点だった。
このうち、『図録』に掲載された写真枚数は276枚である。1カットに複数の資料が撮影
されている場合もあるので、仮に掲載総点数を550点と仮定すると、総資料の約70パーセ
ントが『図録』に掲載されていることになる。しかし、現在まで継承されている刑事関
係資料はきわめて少数である。おそらく創設当時に蒐集された資料のほとんどが、戦後
の混乱期に失われたものと推測される。
（2）戦後の再興と古文書資料の収集・管理
①近世法律文書および明治期法制関係資料の収集と分類整理
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　昭和26年（1951）、法学部の島田正郎教授が館長に就任して博物館活動が再開された。
これ以後、資料の収集方針は、従来の刑事関係資料から近世法律文書および明治期法制
関係資料へと重点を移した。
　そして昭和27年4月、近世古文書の分類別編年体目録として『明治大学刑事博物館目
録』第ユ号を発行した。本館の古文書の分類項目は、『近世庶民史料所在目録』所収の分
類項目や国立史料館の分類法を参考としながら、文学部の木村礎教授の助言により独自
の分類項目を立項した。以後の『目録』は、原則としてこの分類項目によるが、公家文
書、武家文書等では例外的に別の分類項目を立項して使用している。分類整理にあたっ
ては、出所の原則（家分けの原則）は厳守されている。爾来、営々と資料整理を継続し、
1999年3月現在、第60号まで発行されている。
　本館は、このほかに明治期記録、器物・絵画・写真、和書、錦絵の部門ごとに分類項
目を立項し使用している。
　その後、島田館長は1976年3月に退任され、4月に法学部教授の鍋田一博士が新館長
に就任された。鍋田館長は、島田博士による近世法律文書および明治期法制関係資料収
集の方針を継承された。両館長のもとで実務を担当されたのは、茎田佳寿子氏（広島修
道大学教授、法学博士）、神崎彰利氏（のち初代博物館事務長、相模原市立博物館長）だ
った。また茎田氏の退職後、佐藤邦憲氏（日本大学助教授）が短期間在職された。1995
年3月に鍋田館長が定年退職され、
1996年3月に神崎調査役が定年退職さ
れた。これによって、戦後の本館再興
以来、永年その事業を遂行してこられ
た関係者が、すべて大学を去られた。
本館の歴史は、戦前の創設期、戦後の
再興・発展期を経て、21世紀に向かっ
て第3期（再編期）に至ったと称して
も過言ではないと思われる。
　ちなみにわたしは、昭和62年（1987）
4月に着任し、『目録』第52号から古文
書整理・目録原稿作成の一部に携わっ
てきた。その一端を示せば、次に掲げ
た「「明治大学刑事博物館目録』第55号
（1990年3月）の内容」のとおりである。
たとえば、W国政・幕藩政のNo．412に
は、郷例に背く者差し押さえに付き、
実鉄〔十手〕挑灯〔提灯〕を交付した
ことを物語る、下野国都賀郡星野村文
書が載録されている。
②資料管理の現状
a資料収蔵室
　資料は、1985年11月以降、大学会館
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3・4階の資料収蔵室2室に保管し、
室温20度・湿度60パーセント前後に
調整し、24時間空調している。
bスチール製キャビネット
　資料収蔵室には、スチール製の資
料保管庫（幅88×奥行き45×高さ180
センチ、棚板5枚付き、特注品）を設
置し、庫内に古文書資料を収納して
いる。またスチール製保管庫の棚板
には、湿度60パーセントに調整した
アートソーブシートを敷いて庫内を
調湿している。
c資料保管用特製封筒
　古文書は、形態に応じて（1）書状、
（2）書冊・横帳に大別され、それぞれ
分類項目別に編年的に整理され特製
封筒に入れた状態で架蔵している。
整理済の古文書は、平積み（横置き）
で格納するのでなく、原則的に一般
図書の配架方法と同様に立てて（縦
置きで）スチール製保管庫に収納し
ている。ただし、厚みおよび重量の
ある書冊などは例外的に平積み（横
置き）している。
d貴重資料用特製秩
　特定の貴重資料については、過去
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10年来、特製秩を作製し、秩内に60パーセントに調湿したアートソーブシートを充填し
て保存対策としている。
eハロゲン化物消火設備
資料収蔵庫の2室には、火災等の災害時を想定してハロゲン化物消火設備がある。
（3）資料管理における今後の課題
①施設・設備上の問題点
　博物館が所在する大学会館は、事務棟であり、また地下1階では学生食堂の調理場が
ある。大学会館は、もともと博物館施設として計画した建築物ではないので、展示室や
収蔵庫の保安設備は常に不安が伴っている。たとえば資料収蔵室の扉や展示室のドア等
の構造や強度は「博物館」の名に値しない程に貧弱である。
　折しも駿河台校地A地区の再開発工事が進んでいるので、刑事博物館、考古学博物館、商
品陳列館は、将来、現大学院用地の跡地に新博物館施設が新設されることを要望している。
②資料管理上の問題点
a資料保管庫の老朽化および収納状況の改善
　昭和20年代後半から30年代にかけて購入した保管庫はかなり老朽化しており、毎年度
継続的に更新し、新たにスチール製キャビネットを設置して、収納量の増大化と省スペ
ース化とを図る必要がある。
　また古文書は、保管庫の棚板にほとんど空間のない状態で格納されている。少なくと
も資料の上に10数センチの空間を設けるよう保存状態の改善に配慮したい。
b経年劣化封筒の更新
　昭和20年代後半に収集整理された古文書については、整理用封筒の経年劣化が進行し
ている。およそ7年前から経年劣化した封筒を、中性紙製の新封筒に更新する作業を継
続しているが、更新できた分量はいまだに全体の数パーセントに過ぎない。
c保存対策の変更　　　「狭く・高く・厚く」から「あまねく・安く・早く・簡単に」一
　前述のとおり、特定資料については高い経費を負担しつつ特製秩を作成し、重点主義
的に保存対策を措置してきた。将来は、このような予算執行のあり方を再検討する必要
があろう。すなわち今後の資料保存対策は、各資料の形態に応じて、「あまねく・安く・
早く・簡単に」実施できる方法を模索し、適宜に手当てしてゆくことが課題である。い
わば特定的・選別主義的な保存対策から、普遍的・平等主義的保存対策へと方針を変更
する必要性を認識している。
③資料整理上の課題　　新たな分類項目の立案
　本館は、昭和27（1952）年4月発行の『明治大学刑事博物館目録』第1号以来、一貫
して独自の分類別編年体目録を発行してきた。博物館の資料分類体系には継続性および
一貫性が要請される。しかしながら、最近見聞した目録編成法を参照する限り、従来の
項目分類になんらかの改編を加えるべきであろう。そこで、将来的には分類別項目を改
め、「総編年体目録」へと編成法を刷新したいと考えている。
　ちなみにわたしには、1996年ll月11日から16日まで長野市において開催された国立史
料館主催の平成8（1996）年度の史料管理学研修会に派遣された。この研修会では、担
当教官ならびに特別講師から種々懇切なご指導を賜った。講義を拝聴するうちに、常々
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抱いていた疑問点が氷解した場合が多々あり、きわめて有益なご教示に接することがで
きた。本節の記述は、その研修の成果の一部である。
おわりに
　本館は、明治大学が設置した博物館であるから重要な事業については、学校法人明治
大学理事会の承認を要する場合もある。そこでもしも次のように発言した大学人がいた
としたら、どうだろうか。
　「刑事博物館などという博物館は、いつ出来たのかも知らない。
　　そもそも大学にとって、博物館などが必要なのかどうか疑問である。」
　もし本当にこのように発言したとすれば、問題視せざるを得ない。以下に理由を記す。
　第一に、本館が1929（昭和4）年に創設されたことは、『明治大学百年史』も明記して
いるからである。ちなみに1932（昭和7）年、我が国では45の大学が開校していた。し
かし大学の博物館施設は、14館園にすぎなかった。植物園、水族館を除けば、大学博物
館はわずか8館にすぎなかった（日本博物館協会編『全国博物館案内』刀江書院、1932
年）。当時、本館はすでに開館し、1955（昭和30）年に博物館法にもとづき文部大臣から
博物館相当施設に指定された。ゆえに本館は、もっとも古い歴史と伝統を誇る大学博物
館の一つと称して過言ではない。本館の沿革は、本学が発行した種々の大学案内等はも
ちろん、日本博物館協会が編集した『全国博物館案内』や各種のガイドブックでも周知
されている。
　第二に、本館が1997年にアジアでは初めて「ヨーロッパ拷問展　　人類の権利・自由を
考える　　」を開催した際に、開幕レセプションで大学経営者が列席して祝辞を述べたこと
が、『明治大学博物館年報』1997年版および明治大学刑事博物館資料図録『ヨーロッパ拷
問展　　人類の権利・自由を考える一』に記録されている。本展覧会は、大きな反響を
呼んで連日のように各種のマスコミで報道された。そして市民の要望によって会期を特
別延長し、約5万4000名の入館者を記録して好評のうちに閉幕した。これは事実である。
　第三に、刑事博物館、商品陳列館、考古学博物館の活発な事業展開は定評があり、日
本私立学校振興・共済事業団から3館の開放事業に対して毎年補助金が交付されている。
　第四に、大学基準協会による「相互評価の認定」においても、3博物館が大学の教育
研究の活性化にとって重要な役割をはたしている点は高く評価されている。
　第五に、前述のとおり大学改革と大学博物館の機能は、不即不離の関係をなしており、
大学博物館の機能を拡充することは、大学改革の促進に直結している。
　第六に、近年、既設の大学博物館がその拡充を断行する例も多い。具体例として、東
京大学総合研究資料館の東京大学総合研究博物館への改組、京都大学文学部博物館の京
都大学総合博物館への拡充、早稲田大学演劇博物館の全面改装などが挙げられる。また
新設の大学博物館が重厚な施設でオープンする例もある。たとえば、早稲田大学會津八
一記念博物館、大阪青山短期大学博物館の開館などである。いずれも大学の開放・教育
研究の個性化という観点から注目される。なお『明治大学博物館研究報告』第1号
（1996年）以来、4年有余を費やした調査報告である共著論文「日本の大学博物館（3・
完）」（『明治大学博物館研究報告』第4号）で、大学博物館の総数は現在145館にのぼる
と報告した。しかし日本博物館協会の統計によると、協会に加盟した大学博物館は約70
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館園にすぎない。未だに大学博物館の半数が未加盟の現状にある。しかしながら、大学
博物館の機能の拡充が、大学改革を促進する上で多大の効果をもたらすことが明らかで
ある以上、より多くの大学博物館が積極的に日本博物館協会に加盟されるよう望みたい。
　さて、もしだれかが前掲のように発言したとすれば、大学人として認識の低さを露呈
した発言と冷笑せざるを得ない。根本的に認識を改めていただきたいものである。
　わたしは、本館がより良い大学博物館として成長してゆく糧とするために本稿を作成
した。今後とも明治大学博物館の職員として、一層充実した教育・普及活動を展開する
ために努力したいと念じている。大学、博物館の関係各位からご教示ご鞭燵を賜れば幸
いである。
　　　　　　　　　　　　　　　　（いよく　ひであき　　明治大学刑事博物館学芸員）
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